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- . 裾花小学校国語科書写研究テーマ

日常生活に生きる文字の力を育む書写学習のあり方

二. 研究テーマ設定の理由

本校では､五年前に ｢基礎､基本を大切にして､生き生きと取り組む書写学習｣をテ

ーマに据えて､賓写教育の全国大会が行われた｡学習課程の中に､児藍の主体的な学習を

位置づけ､基礎 ･基本の習得と自ら学ぶ力の育成をめざした｡試し書きを取り入れた学習

課題づくり､自分の文字-の朱書きによる批正､学習基準の把握などを通して､児童は､

各単元における看写力を伸ばしてきた｡

書写の学習では､教材文字を試し書き､批正､清書という手順で進め､出品作晶を仕上

げていることが多い｡書写の時間には､課題解決に向かって丁寧に集中して青く児童が多

く見られる｡ところが､生活の中で書く文字は乱雑で､読みにくいこともある｡言い換え

れば､書写学習で学んだことが､生活の中の文字に表れにくく､実際的な書写力が身につ

いていない｡

このような姿を生み出している指導の反省として､生活の中の文字に対応できるような

学習課程を仕組めなかったことや､作品を書き上げることに意識が傾いてしまい､相手意

取や目的意識を､色濃く出すことができなかったことなどが考えられる｡

6年生で文字の意言敬調査を行ったところ r文字がないと手紙もかけないし､いつも遠く

に住んでいる人には電話になってしまう｣●｢文字は人と人をつなぐ大切な物だ｣｢文字は

耳の聞こえない人や しゃべれない人にとっては､とても役立っている｣r将来ご祝儀袋等､

肇でかくのでそれにつながるよう-Jr文字は生活のため､伝えるためにあるJが出され

生活の中での文字の役割や必要感を児童なりにとらえていることもわかってきた｡

5年生では､4年生から続けているクラス新聞の実践を踏まえ､クラス新聞の文字に焦

点を当てるとより-屈､文字に対する意識や感覚が高まっていくのではないだろうかとい

うことも予想された｡

1･3･4年生では4月からの新しい児丑との出会いのなかで､用具の扱い等､基本的

なことの定着に時間がかかってはいるが､｢母の日にお母さんにカー ドを送ろうJ｢4年

生の目標をかこうJTどんな文字でもいいから塁の洩さを砥かめるために字を書こうJと

相手意鞍や､目的がはっきりした時の文字は､丁寧さや読みやすさに明らかな違いが表れ

ることも分かってきた｡｢普段は粗暴な行動が日立つのに欠席 したお友だちのプリン トに

は名前を丁寧に書いている姿｣や ｢黒板に日付をきれいに書く児童の姿Jもみられたこと

から､児童の意識の中に r誰に､どんなことを伝えたいか｣という相手意識が持てた時､

書き方に変化が見られるのではないか｡また､文字に対して ｢正確に伝えたい､気持ちが

表れるように伝えたい､分かりやすく伝えたい｣という必要感がはっきりした時､より伝

達性の高い文字が書けるのではないかと考えた｡

そこで､文字に対する意識を育み､生活の中の文字を教材とした書写の学習課程と指導

法を明らかにして､日常生活に生きる書写力の向上を頗って本テーマを設定した.
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≡. 研究内容
1. 研究の構造

学校目標 ポプラのようにたくましく､心豊かな子

校内研究テーマ r対象とのかかわりの中で問いを兄いだし学んでいく子どもの育
ちを求めて ｣

国防科春写研究部会テ-.T r日常生活に生きる文字の力を育む審写学習のあり方J

r日常生活｣とは :児童の学校生活を中心とした学習､行事などの活動
r日常生活に 生きる文字のカ｣とは

;伝達性の高い文字を事く力
文字の良さがわかり､文字の院層を持つ力
文字文化を大切に思える心

子どものおもい･厨い
上手く着きたい､きれいに香きたい
分かりやすく畢きたい､気持ちが伝わるように書きたい
文字は必要だ

基礎基本の定着
①姿勢､執筆の意托化
②用具の準備､片付け方扱い方
に慣れる

③基本的な点画の筆使いの理解
◎指導法､展開の改善

*教科書学年毎の研究

生活実感のある学び
(》対喪-の意識化､かかわり方
②必要感の明確化
③目標､現題にせまる工夫
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2.各学年 目標 ･児童の書写に関わる実態 ･学年で押 さえる基礎基本

学年項目 1. 2年 3.4年 5_66

学習 指 導要領 に ･姿勢や用具 の持 ･文字 の組み立 て方 ･文字の形､大き さ ､
示 され る各 学年 ち方 を正しく して に注意 して､文字の 配列などを理解 して､
の目標 丁寧 に香 くこ と 形を整えて番くこと. 読みやす く書くこと.

･点画の長短 ､接 し ･文字 の大 き さや配 一毛輩 を利用 して点
方や交 わ り方 な ど 列 に注意 して書 くこ 画の筆使いや文字 の

に注意 して 筆 順 に と.一毛筆 を使用 して点画の筆使いや文字 の組 み立て方 に注意 し 組み立て方 を理解 し

従 って文字 を正 し なが ら文字 の形 を丑

く香 くこと. えて書 くこと.･毛筆 を使用 して､

なが ら文字 の形 を整えて首くこと. 字配 りよく寄くこと.

児童の 実態 ○文字 をおぼ えた ○毛筆 を使用 して文 ○毛筆 文 字学習 に其
(1 .3 .4 . い ､香 きたい とい 字 を書 く時 ､丁寧 に 剣 に向か う姿勢 が見
5.6年 ) う意欲 があ る児童 書こうとしている. られる

が多い○● 絵 な どの椅助 的 ○前 に書いた文字と○形 の整 った力 強 い比較 して棟習すると 文字 を書 きたい と頗
な ものが な い と文 もつ と､上手にか き い､特 に点画 をはつ
字が読 めな い児童 たい とい う意欲 を持 き り表そ うと努 めて

もおり､｢え Jrる ｣丘■ つ子が多い｡ いる.

な ど文 子の形 にならない｡● ひ とまとまりの ●用具 の扱 い に慣 れ ●行の中心や文字 の
ていなかった り､扱 大 き さを とらえに く
いが適切でないため､ くバ ランス良 く書 く

こ とが難 しい (袷 が理解 できてい ない

い読み)児童 がおり､運 動会 のめあ 児童 もいる.●字数 が増加 し漢 字てや 国 語の本読み うため､文字 の大 き
カー ドの題名 香 き も複雑 とな り､毛筆 さ太 さ､間隔 が一定

が見本や ､-.で書 で学んだ こ とが､他 しない児童がいる.●毛筆 で学んだ事柄
い た文字が ない と 教科や行事で書く硬
書 くこ とが難 しい 筆文字 につ なが って

児童もいる. いきにくい○ が普段 の硬筆 文字 につなが り にくい｡●硬筆での漢字 を丁
･左利 きの児童も ･書写ゐ時間に毛筆
い る.漢字学習が の太輩で指導 した場
入 り､一層､横画､ 合､半紙 に二文字 を 牢 に寄 くことの意識 は
はらい ､林 な ど文 学習す るのが精 一 杯 高まってきてい るが

字の右 部分 を充実 である.●毛筆での筆使 い が理解 で きず ､点画 を書 く要領や ､字形 を ひ らがなに対 す る意

す る書 き方 が難 し 花 が 弱 く､形 の くず
くなった. れた文字が多い.

●姿勢､持 ち方 ､ ●窮屈 な文字 間や ミ
定着 してい くこ と 整 えることが菜琵しい ミズ文.字 も見 られ､
が難 しい. 児恵もいる. 読みづらい.

各学年 で押 さえ <1学年> <3学年> < 5学年 >
る基礎 .基本 1 .姿勢 1.毛筆用具の扱い 1.文字の組み立て

2 .鉛筆の持ち方 2.筆使い 2∴漢字 と仮名 の文
3.文字の形 3.文字の形 と中心 字の大きさ
平佼名､漢字 外形､点画の方 3.平仮名の筆使い
<2学年 > 向と長さ 4.配列､字配 り

1.姿勢 <4学年> <6学年>
2.鉛筆の持ち方 1.毛筆用具の扱い . 1.文字の組み立て
3.文字の形 2.筆使い 2.漠字 と仮名 の文
･平仮名､片仮名 3.文字の形 と中心 字の大きさ
漢字 外形､字間 3.平仮名の筆使い
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隻 等 掌*o),g 写 指 導 事 項 の 具 体 (基臥 基本 として定着 を図っていきたい事項)
1. 姿勢-①足ペ ックン 3.字の形 (点画の長短､接 し方,交わ り方)

②背中 ｢ピッJ
③グー
伝)チョキ
⑤バー

2.鉛筆 の持 ち方-親指が人差し指の先より 筆順･=
下がらない｡

(D人指 し指が反 り返 らない｡
人指 し指硬直 しない｡

②ふんわ り

人 さし馬 を

あ31)つ3.く

ぎ171Jtい.

:,
;.::,;::I
.

.'Jtl..1L

学
毛

太

3<
l

二 Lrf :･:il:

1組 のおへや
2組
3組
4組

あか一骨一級- 白 (黒)

叔得 てあ‡')フよ<SLT/Jい

-筆の持ち方 ･用具置 き方 ･後始末の仕方

小輩

き放 る｡_｣ !､瓶に水 を入れ賓 を洗 う｡･･;ii等･三千

ニ
本
が
_-

後始末の仕方-紙で撃
専用バケツに水 を入れて洗 う｡

2.筆使い -始輩 ･送繁 ･終華
始輩- トン (いち) 時計の針 10 :30分 (450)の方向で
送輩･･･ス- (L-I) 横画-縦画

終賛'''トン (")折盃や はらい .はね .曲が り .おれ .結び
3.文字の形 と中心･･･紙 を折 る｡下敷 きを作 る

紐やテープで中心線 を作 る｡

外形､点画の方向 と長 さ-･文字で三要乗を確認す る｡

青 虫
索質三

間
る
の
向
短

え
画
方
長

整
と
の
の

を
画
面
画

形
①
②
③

辛

<5学年>
1.文字の組み立て･･･ 辺 と穿､
2.洪字 と仮名 の文字 ･･.平仮名 よ
3.平仮名 の雫使い- まが り

4.配列､字配 り

円 l

かまえの組み立ての特徴を知 る-.硯繋
く.文字 と文字の問を等間隔 に空ける.

き.塗
う
の

い
問

と
の

り
字

配
文

字
と

は
字

時
文 半紙 の上下



3.日常生活に生きる文字の力を育むための授業改善

実践事例 <1学年 >

弼 んぴL の Ji幣 ｣ .月 (3時間)
練習用紙に蔽喜び を経験 した子 どもたちが､書写体操､拡大模型の操作を通 して正 しい
姿勢 ･鉛筆の正 しい持ち方 を知 り鉛筆で線や絵 を香いた｡

王
生
り
模
こ
し
す
模
い
指
年
で

児
年
か
大
る
差
や
大
き
や
学
解

二

分
拡
せ
人
し
拡
大
所

一
理

!
B

B

+

の
の
が

さ
細

す

筆

､む

EEE明

鉛
き
ま

課
税

た
向
つ

と
く

し
た
を

異
長

債
か
鼻

成
で

準
の
で

･
菜

.て
掌
持

子
言
い
し
鉛
親

横
は
す
と
で
と

の
に
や
型
と
指

よ

持
の
ど

る

の
指
な

り r(姿勢は)足ぺったん､背中ビンJのほ うが

ち
杜
の

方の手 と鉛筆は子 どもを引きつけた｡操作 さ
密に注 目することができた｡
遊びを入れると鉛筆 を持つ ときの役 目が理解

い｡
型 を使 った鉛筆の持ち方で ｢気が付いたことは ?｣の発問に対 して r手が
｣r鉛筆が大きい｣ と､見て感 じたままの言葉が出るので､-鉛輩 を持つ卓
の位置に気づ くよ うな､焦点化 した発問も状況に応 じて必要｡
全体で参観 日に行 うことにより保領者にも正 しい姿哲や､正 しい持ち方が
きたよ うだ｡

ひ か- どJになまえをかこ う
ひ か- ど｣になまえ (フルネームで)をかこ う

手枕春き 5月 27日 16月 3日 ･6月 18日･6月 24日
間に扱 う]

:うの文字 と花束のイ ラス ト お手伝い券 を印刷 したメンバーズカー
て､喜ぶ ようなカー ドに しようと言って√色を塗 って､なまえを書

が とうの文字 とイ ラスート せなかをなが します ･ぴ- る ･うーろんち
したカー ドに､お とうさんやお じいちゃんが もらって うれ しくなるよ

って色ぬ り､似顔絵､フルネームで名前書 きをした

父の 日のプ レゼ ン トとしてカー ドに名前をいれた｡升 目や補助線を人
で春 く場所や文字の形が とりやすい｡

か- どJを作 る際は 5月に作ったカー ドのことをよく覚えていて指
とが減 った.事情のある家庭 とは事前に連絡 をとgあって本人 とも話 し
らカー ド作 り ･名前書きを した｡

☆色塗 りや絵､は さみ を使 うことが とってもうれ しそ うだった.文字習得練習の中
に楽 しい作業を絞 り込むことで意欲が持続す るよ うだ.

★お とうさんやお じいちゃん､おかあさん-のあ りが とうのプ レゼ ン トとい う意識
付けを子 どもの中か ら引き出せ ると良かった｡

☆あさがお さん-の手紙を､芽が出た とき､本葉が出た とき､つ るがのぴた とき
変化に気付いて欲 しい とき､喜びの声があがった ときに書いた｡rつ｣ と ｢っ J
の学習をM児の文で扱 った｡ 【5月 23日 国語の時間] 冨己入用紙は縦罫か ら
マス 目､補助線入 りに換 えてみた｡中心線 を意識 させ ると､文字が揃い､読みや
す くなる
★濁音｡半濁音の書 く位置の定着に向けて､再度､学習す る必要あ り｡

登 乳 の名前品 ㌔
七夕 ･rほ しまつ りJ
空のお星様にねがV

【生活科の時数で
とめ ･はね ･はらい

えを使い
仮名カー､ド

rにっきJ をかこう
教育実習生の莱帆子先

児童の様子･成果と昏毘
F比+への土気肯話童 女Lj･

短冊に願い事を番いた｡

むすぴ Jを平仮名カー ドでた しかめよ う｡
3れ ･まが り ･むすぴ の記号を子 ども達 と考え平

-手洗 をかこ うJ
の返事 を日記形式の用紙に書 いた｡

☆粘土-の名前書 きは､す ぐ書ける､かんたんにかける､何度で も着ける､粘土
で作った好きな物に ネームプ レー トとして飾れ るとい う楽 しみがあった｡

☆短冊の練習用紙 を用意 したことで子 ども達の中に紙の中心
つけて書 くと曲が らないことが少 しわか りは じめたよ うだ｡ていねいに香 こ うと
い う気持ちが伝わるようになっ
た くて熱心に書 き方 を担任や､

☆平仮名カー ドの学習では終筆.

てきた｡カタカナでベイブ レー ドがほしい と香 き
友だちに尋ねた｡
迭筆 ･字形 にかかわった感想が出された｡
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ま
位
場
は

結
いは

て

(

かばか

った (はつ き)
ふ)

れた(としき)
(かな)

児恵のプ リ
の とらえが
の中心が と
点々の文字

拡大プ リン トを用意 し黒

p考 蕪 一- ･一
文字学習がスター トす る 1学年では､ 生活に関わ る容写教材 はふ んだんにあ

無 害筆書 き措 遥 籍 舘 幣 t4践 -aX.字ず-の文字表習 を毎 日と.りい

錆 錆 Jを品讐 芸等毒 弓謁 DEB̂ 為 弓品 聯 !:b端 役憲 r =(言が
大切｡

実践事例 < 3学年 >

1.秋定もr:B的由 こう■
2.柵 の主役

全件のパ5ンスヤ脚 を考えながら丁啓にもまえを甘く.
3.柳 のEtmと故R

･･■1m扱い
4.nriR上の飢丑血

走… 仇を甘くIIIの茄の持ち方t･qTmlda辞しておく.
5.榊 の爪m

丘分の名机を書いた作品と牧村℡乍友だもの作

品と比′く血いを的 .

自分の名約の長さから文字の爪 や大e壬をど

のくらいにして甘い1=ちょいかキえる.

たみつや友だちの作品などを見ながら名脚をJl

ヲンスよくtFくためのポイントをmL合う.

I.名n-Jも中心功Ⅶるように

2.三年と名帆の関は二文字分はどあけろ

3.も爪力耶 になるJ:う脚 で少し印
をつける uauの働

4.Jhや位 が-文中わ柑 三間抄 し広(

S.右･上下に少し余白をもたせる
6.ひらがなは双手I=比べや中小さめに

･白が t特に免をつけることを決める

･台己正和を似 するための蛇管Jll也を作る

名爪の肝 をしてLLくなっtA やうまくできな

かった血 と卓抜r

作品にもrJlJを4bく.

花村ロやよだちの作品とを比べて丸15いたこ

とを穴安Tる.

IもFTが長くて仝EFFtIけないよ

･ 字の大tさがパラ/1うだな

･ 上の方に打をTgで下がか ちヽ●った

zk名の作品C･柁1-F=しそれを見て穴づいたこと

を兄鼓する.

･ 事が太くてしっかりしているといいね

･ 屯伯が長い人はちょっと小さE)にVTいた方

がいい そうすれば全か ナヾそう

･ 辛が少Tzい人は粗い不だとさみしIlな
･ 右肺t}獅 m fLJつかりtFいてあら

･ 字と字珊 をあl仰 せたい.

･Efの頼により追gfJい.tうl=したい

･ 上に'狩りすぎたり下が詰まったりしないよ

うにしたい

･ 丘抑2はみLuしてしまったけれE.少レJt

きめに甘いたら全弘もJlが甘lナた.

･ 於のM ･e巧えてVlいたらまっす<にた

ってやkT_

･ LF即 にもtRナそうで折しい

･ ひらがながうまくClけJ:Wl.>た

･ 王だ習っていfzい才はtrrかしい

6.成果と弧

0 8分の名付ということtlあって-人一人が立秋el.Y?てLm に放りmんでいた.またやった11.21Ml中古たいと

いう子も出てeb

0 .+丈で一一h や r8Jの坪野モしてきた机 せっか(上中に¢けてもも力れ乃こ放してしまう子が如 .ったので相
の丘斉を改定した.十回も舵の甘t方を学習して白何を持ち.Q;の習字t'がんばりたいという干がでTfた.

0 将 JⅧ エ手紙を柄にし八つに折ったt'のを班った そのため.布に爪l厄Fの自分の字と比較しながら好打でtた.

0 はじめ肌 Fで印を付けたところに各州モtlは,それを見ながらAlに仁に甘いていった.そのためmmカ1つかめて

い.)たようだ?た.

●お手さtm丘しなかゥたので事の形が耽れなl巾 や】人か見られた.バランスや任正なt'はJl(なった机 も肋の字

はyっていない事を軒かなけれr丸lけない子がほとんどなので.q'm王かかもが一人一人のも桐の平本モITLBしたガ
がAIt.

●刑 1匹をつけすぎてしまう子がいた.JN肝をnq】してまた取り払んでみたl㌔.
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F平政名 の筆使い と文字の大 きさを知 ろ う 【せみ】｣ 8月 (1時間)
大草で tせみ】を苓 き､その後､ rせみ｣ とい う言葉 を入れて短文 を作 り､小輩で脊
いた

戯 o)PGEF.'招 誓実態をみるために細カまた､『番けなL･
の
筆
は
た
仮
り
仮
が

き
小
童
げ
平
が
平
等

イメージで小
で短文 を書 く
､分かち書 き

幣

･f･!.:那:
I,"1:
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心
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中
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塞輩

わlhnH
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ヽ
ヽ
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>
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抗
は
い

抵
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り
結
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よ
の
の

字
j
字

深
み
漠

.

は
.-
と
要

,名
や
名
必

貸

由
た..∨ヽ一､か てIVつに形辛やVヽ使たところ､自由聞達に寄きあげた｡

も出ずに､短文を考え､名~前を書くと
ぎ菜 を入れた短文を書いた｡

ては指導を して､意陀 させた｡児
に印をつけるな ど⊥夫 して書き上

､太筆 よ り小輩 で書いた方が､rせ｣の曲
くかけている｡
名 の特徴､小筆で書 くときのポイン トは指

壬脚 甲 5責 35㍍ 等 嘉聞 J 5月 総合的な学習 ( 3 時間)
5月 17日の祖父母参観 日にお じいちゃん､おばあちゃんに昔の遊びや学校のことや生

活のことをインタビュー し､一人一人が新聞にま とめた｡
夢新聞
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児童の横手 ･成果と課毘
大好きなお じいちゃん､おばあちゃんや友だちのお じいちゃん､おばあちゃんにイ
ンタビュクー して新聞を作 ることが､楽 しく｡ どん どん書き進めた｡ユ

r
組
室
』
と
す
は
ち

は
3
教
て
こ
や
習
が

閏
年
全
え
く
み
挙
れ

5年 3組 夢新聞 J と命名 し､冊子にま とめた｡
では 5年生になってか ら9号の新聞を発行 している｡『5年生 になって』
』F高原学校Jlr産業 についてな ど自分のテーマか ら (4回)∫r-学期 を
内容や レイアウ トに楽 しさが伝わる新聞づ くりとなった｡

が楽 しく､知 り得た情報 をまとめる面 白さがある｡
く､見やすい新聞に しよ うとい う意識はあるが､文字そのものに焦点 を当
していない｡中心が揃っていなかった り､文字､特に､平仮名の字形が く

ことが必要ではないか｡

一･5年生になると･文字数が圧倒的 にふえ､昔写の時間に学習す る内容がなかなか､i
毒 生活の中の文字に現れてこない｡ i

以上､研究の視点 1･2･3 (指導案 P2)を意放 した実践 を重ね､考察をし,佼説
1･2を導 きだ した｡

仮説 1 子 どもたちの生活の中か ら題材 を見つけ､教材化す ることで､
必要感や相手意枝のある書写力 を育むことができるだろ う｡

仮説 2 文字数が多 く書け､色々な字形 を学びやすい小輩を使 うこと
で､文字 に課題 を持 ち伝達性の高い文字 を書 く力 を育む こと
ができるだろう｡
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四 . 学 習 指 導 案

1 . 単 元 名
平 仮 名 の 雪匡店E L･ゝ と 行 の 中 JL を 知 ろ う

｢自 作 の Jfy巨句 を 毛 筆 (′J､頚匡) で 書 こ う ｣

2 . 単 元 設 定 の 理 由

本学級の子 どもたちは､4年生 の時か ら ｢個 人新聞づ くり｣ と ｢交換 日記Jを続 け

て いる｡ 自分 の気持ちや考 え を他 に伝 え る ことが苦手で､作文 や 日記な どは簡単な短

い文で済 ませ て しまい､字 も乱雑 に書 いて いたチ ビもたちで あったが､ これ らの活動

を通 して.書 くことへ の抵 抗が少な くな った. また､人間関係が広が りどの子 とも関

わ りが もて るよ うにな って きた.

個 人新 聞は.B4のコ ピー紙 に担任が指定 したテーマや 自分 の 自由テーマ に沿 って

記事 を書 く.新 聞の名前 は,各 自が 自由にフ け一年間はそ のまま変 えず第〇号 とす る｡

(4年時 は 24号発行)廊 下 に貼 り出 して,た くさんの友 だちの 目にとまるよ うに し

た り､時間 を とって クラスで見 合 った り､コンクール を行 った りす る ことで.相 手 (読

者 ) に伝わ るよ うに書 きた い とい う気持 ちが強 くな り､内容が分か りやす く書 ける子

が増 えて きた. また. コ ンクー ル の時 rどんな新 聞が いい新 聞 と言 えるかJIを考 えた

こ とで ､見や す さも大切な要素 と気づ き見 出 しの字 を大 きくした り. 目立つ よ うにカ

ラー に した りして､内容 ･構成 ･レイ アウ トな どに工夫がみ られ るよ うにな った｡

r交 換 日記 ｣は､女子 が私 的 に行 って いた ものをオー プ ンに しよ うと考 えて始 めた.

くじ引き (｢運 命の赤 いひ もJ) で相手 を決め､一 日交代で 3回ずつ手紙 を出 し合 う.

横 罫線 を引いた B5の用紙 に書 いた ものを担任が集 めて配達す る｡初めは 自己紹介や

質 問 とそ の答 えが多か ったが .Elを重ね るにつれて､その 日の出来事や二人 に共通 の

話題が増 えて きた｡中 には罫線 を無視 して大 きな字で簡単 に片づ けよ うとす る子 もい

たが.今 は罫線 に沿 ってだ いた い終わ りまで書 くよ うにな って いる｡相手意 識 を持 っ

て書 くことが 楽 しいためか . 自分た ちか ら早 く次の相手 を決めよ うと要求す るよ うに

な った.

この よ うに書 くことへ の抵 抗 は減 って きた し､字 も見や す く丁寧 に書 こう とす るよ

うにな っては きた｡ しか し､一文字 一文字 を大 き くぎっ し り書 いて いた り.窮屈で読

み に くか った り､曲が って いた りす るため に､乱雑な感 じを与 えて しまうこともある.

また, きれい に整 って いるよ うで も. くせ字 になって い ることに気づかず､それ を可

と して直 さな いで過 ごして しまって いるので,平仮 名の正 しい字 形や行 の揃 え方 ･字

と字 の間隔な どに意識 を向 けさせ る指導 の必要 を感 じて いる.

子 どもたちか らも.個人新 聞や交 換 日記 を見合 う中で､文字 をきれ いで見 やす く書

け るよ うにな りたい とい う意≡技が み られ るよ うにな った｡そ こで ､子 どもた ちが 4年

生か ら慣れ親 しんで きた召 人一首 と閑わ らせ ､いろは歌 を使 い平仮名の成 り立 ちや正

しい字 の形を学 はせた い と考 えた｡ また. 日常使 って いる鉛輩 よ りも意識 を集 中させ

る ことが必要で あ り､大草 よ りもた くさんの字 を書 きやす い小輩で書かせ る ことによ

り､正 しい輩 使 い とともに友 だちが読みやす い字配 り (字形 ･字 の大 きさ ･字 の間隔

な ど) を意識 しなが ら書 く力 をつ けさせた い と考 え本 単元 を設定 した.

(20)



3. 5学年年間単元配当表 <書写> ○硬筆の学習事項 ●毛筆の学習事項
◎硬毛関連の学習事項

刀 単 元 名 棉 指 導 内 容

4 -､これまでの学習を生かして 3 ○●毛筆､硬筆の姿勢や用具の扱い方 ●
◎ 文字の組み立て方 .配列の確認,今年の自分の目標を硬筆で

青くこと
● 輩使いや姿勢 .輩の持ち方に注意して毛輩で 【春】を香くこと

56 二､文字の組み立て方を知ろう 5 ● 左右の組み立て方の理解.左右の組み立て方に注意して毛筆
で (点】を香くこと

○ 左右の組み立て方に注意して硬筆で語句を脊くこと
● 上下の組み立て方の理解.上下の組み立て方に注意して毛筆

で 【首】を春くこと
○ 上下の組み立て方にに注意して硬筆で語句を普くこと
◎ 文字の組み立て方や筆順にに注意して縦香きゃ横春きの文章

を香くこと

78 三､文字の組み立て方を知ろう<香写の広場> 3 ● ｢たれJのある文字の組み立て方の理解.｢たれJのある文
字の組み立て方に注意して毛筆で【草原】を香くこと

O rたれJのある文字の組み立て方に注意して硬筆で語句を香
くこと

◎ 手紙寄きゃ文字リレー (一人が一文字を審き､文字をつなげ
て言葉にしていくこと)をして文字-の意n､関心を高める
こと

9 四､文字の組み立て方を知ろう 3 ● rかまえJのある文字の組み立て方の理解.rかまえJのあ
る文字の組み立て方に注意して毛繁で 【仲間】を杏くこと

O rかまえJのある文字の組み立て方に注意して硬筆で沃字や
詩句を香くこと

10 五､平佼名の肇使いと行の中心 4 ● 平佼名の筆使いと添字の隼使いの比較. 小筆で杏くとぎの
を知ろう _ 注意事項の確乱 小幕で rいろは歌｣や名前を杏くこと

● 平佼名の筆使いに注意し､字形を怒え毛筆(小筆)で r俳句Jl
を書くこと

◎ 平仮名の行の中心の理解.行ゐ中心に注意して硬輩や毛隼(小
繁で俳句を香くこと

ll 六､文字の大きさのちがいを知 4 ● 漢字と平仮名の比較と大きさの違い.文字の大きさの違いを

ろう<文字のひみつをさぐろう> 確かめて毛輩で 【歌う】を看くこと
○ 文字の大きさの違いを確かめて硬筆で文字や文を雷くこと
◎ 漢字の組み立て方に注意して二字熟語､｢ロjr土Jr月Jr木｣

の部分のある漢字を調べて書くこと.分かりにくい草順の漢
字を覚えること

121 七.字配りを知ろう口春き初め 5 ● r曲がり.はね).rそり.はね｣の繁使い.字配りを理解し
字配りで注意することをまとめて毛輩で【希望).ー希望の春】
を事くこと

O r曲がり.はね).rそり.はね)のある洪字を硬輩で脊くこ
と.友だちの作品の良さを発見すi鑑賞

◎ 香き初めにふさわしい青菜を硬筆で否くこと

2 八､学習したことを生かして番 5 ●05年生で学習したことを出し合いポイントを確認.文字の大
いてみよう きさに注意して好きな言薬や詩や文卓やポスターを読みやす

3 <香写の広場> く くこと.

(21)



4.単元の目標

･小輩の持ち方や平仮名の特徴や筆使いを知り､rいろは歌Jが書ける｡
･平佼名の筆使い ･行の中心 ･字形 ･字配りに注意して自作の俳句が硬筆や小筆で書ける.

5.単元展開 ( )内時数

学 習 活 動 活 動 内 容 指導.支 援 ○ 評 価

1､いろは歌を覚え ○いろは歌の手本を見て､平仮名の元 ○平仮名にはそれぞれ特徴

て､平仮名の成立 が漢字だったことを知 り､字形の特 があることに気づかせる.

ちを知る.(1) 徴に気づく｡ ○いくつかわ字を取 り上げ

○小筆を使い､いろは歌の手本を下敷 て､形が変化してきたこと

きにしてコピー用紙になぞり書き を知らせ争.【かもめ】

してみる. ○平仮名のおよその形を意

題土工盈吐息む○○今まで書いてきた李形の_見返上丘三二三とたか.

2､小筆でいろは歌 ○前時のようにして､いろは歌を小輩 ○小筆の持ち方や姿勢を意

を書く. で書く○ 課 して書かせる.

(1) ○小筆で小 さな字を書いた感想を出 ○平仮名の峯使いがわかつ

し合 う. 生む･折れが曲がりになっている.･はねが曲がったはらいになる.･文字全体に丸みがある.

3､自分の俳句を試 ○いろは歌を書く. ○平仮名に合わせた､枠だけ

ー香し､練習用下敷 ○自分の俳句を毛筆の小輩で書き､宇 の手本で練習させる｡

きを作る. 数や平仮名の形､行の中心を考えて ○新聞のスペースに合わせ

(1) 抹習用下敷きを作る. た紙に俳句を書き､｢いろは歌Jの字形 と照合 したり､行の中心を考えたりして下敷きを作らせる.○俳句に合った練習用下敷皇地 .

4､自分の俳句を薪 ○いろは歌を香く｡ ○字わ大きさや間隔のア ド

間に書く○ ○練習用下敷きを使って書く○ バイス○

(1.本時) ○自分の俳句を新聞に雷く｡ ○消音に集中して書けたか.
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6 本時案
(1) 単元名 平仮名の筆使いと行の中心を知ろう

r自作の俳句を毛隼 (小筆)で香こうJ
(2) 本時の位置 (4時間扱い中､第4時)

薪肺の俳句コーナーと同じ広さの用紙に自作の俳句を
書き､行に収まりよく文字を書くために字形や行の中心
を考えて練習用下敷きを作った｡

(3) 本時の主眼

新聞に読みやすい自作の俳句を載せたいと思っている子ども達が､小筆でいろは歌の練習をしたり､練

習用紙を使って俳句を香いたりする事を通して､行の中心や字形､字配り､筆使いに注意して春くことが
できる｡

(4) 指導上の留意点
･総合的な学習の時間に作ってきた新聞の俳句コーナーに香くことで､読む人に見やすく読みやすい俳句
を書くことや､完成したら友だちと読みあって楽しむという意識を持たせる｡

･清書の緊張感から思うように運筆が進まない児童には､予備の用紙を用意し新聞に貼り付けさせる｡

(5)展開

鰭 学 習 活 動 予想される児童の反応 指 導 .支 援 咽 備考 .壁盤

導 1 学習の準備をする.2前時の学習を想起し ○毛筆昏写用具を準備す ･用具を準備させ､前時ま 7 杏写用具学習ポイント

るだろう. での学習ポイン トを想起さ 分
･小筆を使 うのだな.塁 せ､字配りについて知らせ

入 は少し注ぐだけだね.○ 行の中心 .字形につ まとめるp.: <学習のポイント> :本時の学習内容を知 ;t行の中心】 を香いたカー

る｡ いてポイントを思い起 :拡大した作品 ド拡大文字
こすだろう. ･行の中心が揃ってい:

･行の中心を揃えるとま る俳句

つすぐ文字が整った. ;【文字の形】 ｢いろは歌J･豊邑壁土と上空坐量王艶句を事くこと

･字形も平仮名は始筆, :拡大文字 ｢いろは歌｣
終筆をやわらかくとめ ･文字全体に丸みがあ;
た○丸みがあった. る `

○字配りについて知るだ ･折れが曲がりになる ;

ろう.･間隔や漢字と平佼名の大きさについても注意 ･はねがはらいになる ::【字配り】

しよう. ･字間や漢字とかなの; 地 と

･小筆で俳句を蕃くんだ. 大きさに配慮 した俳: 旦ゝ _学習内容を書いたカー ド

･読みやすい字にしよう. 句

I 行の中心､字形､字配りに注意して小筆で納 をを審こう. l

展 3 ｢いろは歌Jを書き､ ○平仮名の字形に注意し ･｢いろは歌Jを啓かせる. 20 ･且金堂皇国

練習用下敷きと用紙 て香くだろう. ･用紙に小輩で自作の俳句 分

閑 を使って自分の俳句 ･この前は字がうまく杏 を書かせる. 1-を小筆で香く｡ けなかつたからよく練 ･ポイントや課題について
習しておこう. 赤のペンか赤鉛筆を使用 裸足雪が持てた

-.手がふるえちゃうよ. させ､いろは歌､や俳句 些_
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4 行の中心､字配り_､ の琵琶や学習ポイント ･いろは歌は自分の俳句に 'lO 修正に使う赤

を意托して､小筆で俳 使 う平佼名を中心に自己 ペン(赤鉛筆)･五里皇生こ

句を青くだろう. 批正させる.
･上手に事きたいな. ･批正したことが生きるよ
･.字の形はいいかな. う学習ポイントの見返し
･この事はもう少し横に をさせる.
広くしたほうがバラン ･机間指導をおこない自分

スがいいな,一 の学習課題や学習ポイ'シ
･漢字は平仮名よりもお トに気をつけて旗習して 皇室聖監こ圭

よっと大きめに書くんだつたな.･字と字の間をもうちょっとあけてみようかな.･行の中心が揃ったかな.･書いた文字を見直し赤ベンで良いところにOをつけよう.･赤ベンで課題を書き入れよう.○自作の俳句を春くだろ いるか確認する.･改めて塁をすらせ､落ち- 配りを意昔乾しエ箆翌三豊生む ｣･&
字形などに気をつけ う. つかせてから清音用の紙 分 ことを生かし

て新聞の俳句コーナ ･輩をまっすぐにして書 を出させるふ 工直也 払
一に自分の俳句を小 くのはむずかしなあ. ･練習用下敷きを使って春
輩で春く; ･緊張するなあ. く∵ことも認める.

･失敗したらどうしよう. ･書き直したいときは､̀別

･あわてないでゆ一つくり の紙に書いて月占つても良

書くぞ｡ いことを知らせる.･二練習中に書いたもので気(_こ入ったものがあれば貼る.

終末 5まとめをする.6用具の片付けをする. ○友だちの書いた文字を ･二一三人組で､本時書い 8 ･左星ら里星

見て感想を言ったり本 た字を見合い良い所を発 分
時の感想を出し合うだ 見させる.
ろう. ･本時の感想を出させる○ 字の良さに気

･丁寧に書けているね. ･.小筆の練習を新聞記幸一を a･小峯の始末がわかり用具

･字と字の間のあけ方が -書くときも生かそうとい

うまい.･漢字と平仮名のバランスがいいね.･文字がまっすぐでよみやすいね. う気持ちに結びつけたい.･墨､.筆､用紙､床など係りの児童と見直す.
を大切に片付

旦互生生む○
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黒 板
山田 光里 須江 将基田中 大事甫井出 晴子

菅 真梨子 水内 勇佐藤 航平 中沢 早紀

小池 美咲 田中 秋江白川 志穂 大屋 遼平

小山 広和 川浦なつき堀内 万葉 加納 瑞希

内田 光 佐伯 香奈 荒井 奄 玉井俊太郎 坂口香菜 清水 彩人

佐藤 咲 高田 信希 原田 千広 内山 信紀 鳥井 美幸 小林 翔 松坂佳芳美

本時の実証の観点

1.個人新開に俳句を寄かせたことは､読み手に分かりやすい文字を香くことにつながったか｡
2.小筆を使ったこと結､汲項を持って文字を書くのに有効であったか｡
3.いろは歌を練習させたことは､平仮名の字形を整えて俳句を香くさとにつながったか
4.練習用下敷きは行の中心を整え､字配りよく香くために有効であったか｡
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5年3組柄羅学級授業 ｢自作の俳句を毛蟹 (小輩)で番 こう｣(JLK児の蕪-S )

10;55
T.俳句の清書の日です｡

いろは歌､覚えていますか｡
S.教師の問いかけにうなづきながら

耳を傾ける｡左前方をちらっと見る｡
T.注意することは ･･･字の形に ･

S. ｢字配り｣とつぶやく｡

T.字配り､覚えてますか｡
S.うん､とうなづく｡

T.字の形､字配り､行の中心勉強してきた｡
S.如意識に拭 くいろは歌､写し紙)を手で

持っている｡手で顔をかく｡
10:57
T.一振替

小筆を使って俳句を清春します｡
S.集中して見ている｡
T.よろしいでしょうかね｡

Sこはい､とつぶやく｡

T.緊張しているの､いっぱいいるね｡
S.うなづく｡左前方を見る｡顔をかく｡
T.今日はもう清番ですんで､俳句の中に

一出てくる字を故習しましょう｡
S.スポイ トに触れる｡持っている｡
T.字の形､お手本で碇かめながら

いいですか｡いいですか｡
S.はい､とつぶやく｡

10;58

T.それでは､用意して始めましょう｡

S.スポイトの水を適宜､素早く入れ8.｡
すぐ晶をすり始める｡約1分間

お手本の紙の上に写し紙を重ね
指で押さえて写してみる｡
引き出しの中から､小筆を取り出す｡
親指と人差し指で挟み､蟹立てる｡
い､ろ､は､に､は､へ､と､と
なぞり魯さをしていく｡
教師の他の子への助言や､他の子の
｢俳句に出てくる文字だよ｣の声が

耳に入ったのか､途中で気づき
写し紙をずらしながら ~た'を探し魯く｡

S2.しずかに塁をする｡下にいろは歌を敷い
て写し出す｡ (薄い字)

ll:03
T.そろそろなぞり審きじゃなくて､自分で｡

魯いて､チェックしていきましょう｡

S.~続けて字を探し､た､ ち ､が､となぞ る
ちょっと考えているふう (とりは決字
だったたためか)だったが､と､り､た､
ち､が､となぞり書きをしていく｡写し~
故を取り除かずに見つけて番いていく｡

S2 ゆっくり沓いている｡

(RN児の姿-S2)
11ミ06
T.いったん繁をおいて､字形のチェ

ック｡重ね合わせてみて｡
S.奮ねてみる｡

(もともとなぞり魯き している
レが生じている)

7-.ベンを持つ｡が､た､に朱｡
ll:08
T.赤ベンを毘いて下さい｡
S.荘く｡
T.では下放きを出して､虹を束ねて

自分の俳句を審いてみましょう｡
11こ09
S.1枚目を素早く用意｡

左手で紙を押さえ､ r鳥たちが
夕日に向かって 一直線Jと春く｡
撃は立っているが､やや右に傾く｡

S2番き始める｡ていねいに椛実に｡
ll:ll
S.すぐ2枚日に入る｡

繁を立たせて､2枚目魯き終える｡
ll:13
S.亦ベンを持って､1枚目の紙を見

適す｡どうしようか､周りの様子
を伺いながら考えているふう｡
空繁後､朱を入れる｡ (?)
2枚日を取り出し､考えているふ
う｡こあくび｡ 一た一に赤ベン｡

ll:16
S.2枚の紙を整えて左上に揃え置く｡

3枚目を用意し､小輩を持つ｡
引き出しを引いて､また入れる｡
(新聞があるかの確かめか)

小筆を整え､書き始める｡
鳥たちが 夕日に･･･準が止ま
り､正面を見つめている｡T姿?
また啓き始める｡

ll:18
S.赤ベンを持って､が､か､て､に

朱を入れる｡

書いた紙をきちんと揃え置く｡
ll:20
S.4枚目の紙をあてがって､すらす

らと魯いて行く｡
S2.3枚日に赤ベンで直しを入れる｡

【の】と [が】
ll:21
T.そろそろ惜春にしたいと思います
S.魯き続けていたが､-直まで書き

蟹をおく｡新聞に触れる｡

S2.となりの人と相談したり下に下敷
きをあて､じっと見る｡
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T.一発勝負です｡うまくいかなかっ
たら練習の紙でもいいです｡

T.練習を続ける人は､30分には仕上げる

ように｡

S.あくびをする｡

ll:22
S.最後の 一級-を昏き入れる｡

赤ベンを持って､て､つ､に朱を入れる｡

紙を揃え置 く｡
11こ23
S.5枚日を書き始める｡

これまでと同じテンポで書き終える｡
ll:25
S.赤ベンを持ち朱を入れようとするが､結

局何も入れない｡

S.･･間 ･･引き出しを引き出すが､新聞

は出さない｡ くTが目の前にいる)

スポイ トの水をすずりに注ぎ入れる｡

T.そろそろ清書しないと間に合わないです
よ｡

S.星をすり始める｡前 と同じ､1分程する｡

11:28
S.引き出しの中から､新関を取 り出す｡

マスの用紙を新聞の下に敷きあてがう｡
小筆を持つ｡椅子を引く｡もう一皮小繋
を整える｡

ll:29 S2.書き始める｡

S.､撃を立て､一定のテン水で書いていく｡

小筆への盛付け､致Bl｡
ll:31
S.書き終える｡

教師が他の子に ｢早 く｣といった様子を

伺いながら時計をちらっと見る｡
今まで呑いた舵等を揃えている｡

蔽閲に魯いた俳句の下にマスの用紙を入
れ､見返す｡

･･問 ･･小筆を持つ｡昏いた俳句を見

つめる｡小輩を持ったまま､様子を伺う｡
S2.音さ終える｡

ll:34
S.小輩を泣いて､左の女子の新聞をちらっ

と見る｡

小筆を持って蟹を生え､マスの紙を外 し
て､ 一径~ と入れる｡

ll:35
T.ちょっと蟹止めて ･･行の中心､文字の

形､字配 りについて ･･見合いっこ｡

S.手は机の下にして姿勢よく固いている｡
ll:36
S.小蟹を持つ｡斜め後ろの女子の様子を伺

う｡径 という字にちょっと輩を入れる｡

小筆を置いて､後をちらっと見る｡

前にいる教師と女子の様子を見る｡

S2. 小山弘和､清水彩人と回 して三人で見

合 う｡下杏きと比べている｡

自信があるようで満足な表情｡

S.斜め後ろの女子の様子を伺う｡待

っているふ う｡

左の女子の方をのぞく｡紙を持つ｡

ll:38
後ろの女子か ら声がかかる｡

新聞を交換 して見合う｡
軽いあくびをする｡

11:40
女子から径君へ ｢全体的には､字
配りはできています｣と言 う言張

が返る｡ ~~~~~~
S.貢字だ-言伝える｡ く内容不明)

ll:41
T.自分の作品､鉛筆等で魯いたもの

と繁で書いたもの ･･･審いた感

じはどうか ･･･比べた感想を｡

C.繁で杏いた方がきれいな感 じ･･｡

C.筆先の線のきれいさ ･･｡

T.いいこと言 ってくれたね｡みんな
出てるかな｡

S.自分の巻いたものを見る｡
C.鉛繁では字 と字の問詰まって ･･｡

小輩では問をあけて春けた ･･｡

T.字 と字の間隔がとれた ･･｡字の

読み易さ､間隔取ること覚えてお

いて｡

S.あくびが出る｡

C.班毛ペンと比べ､小繋はカが入 ら

なくてうまくいかない ･･｡

T.石野毛ベンの方がいい人｡

C.たくさん手を挙げる｡

S.手を挙げず｡S2.挙手

T.どうしたら蟹でうまく寄けるよう

になるか､これか らも勉強 してい

きましょう｡終わりにします｡
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① 卓人新和の文字に着 日し兼みやすい薪河を作ろうとした A児 (5学年)

個人新聞づくりを続ける中で､A児は自分な りの発想を大事にして文章を作るようにな

ってきた.t自分の考えを､友だちに伝えるためにどう奮いたらいいのかと､工夫 して事 く

るようになった｡クラスで行ったコンクールでは､その内容に対 して､多くの友だちが高

い評価を-しこA児も大変革んでいた｡ ところが､r字が読みずらいから丁字に辛くとも3'

LとよいJ という友だちか らの評価カー ドがたくさんあった｡A児は､､ 自分の新聞をよ玖

i芸呈芸諾 ㌢ 表≡喜子芋禁 ､芸芸芸窒三三:､去孟呈芸芝三三は じめた湖 こ.A,文豪

(本時の様子】

教師 : 練習用下敷きを使って俳句を香く練習をしますが､自分が気を つけることは

分かっていますか｡

A舟:字と串の間をうまくあける｡

(つぶやく)

この後､5枚練習し､その都度赤ペン

で修正した｡沖芋は下敷きを使ったが､

練習の時より無浪していた｡

授業の終わりに友だちと評価の しあい

をしたとき､｢全体的に字配 りはよくでき

てるよ｡｣と言われ. うれ しそ うにしていた｡

<考貞>

○ これまで担任や親が何度注意 しても､気にせず文字を書いてきた ^児であったが評

価カー ドによる友の評価が､個人新聞の文字に着 目するきっかけを作った｡

○ 友や家族に値入で得た情報を伝え合 うとい う個人新聞の特性が､r統みやすい 新聞づ

くりJを進める原動力 となったのではないか｡

.0 本時 A児は､字間を惹織 して小筆で俳句を宰こうとし､俳句に出てくるひらがなの字

形を整えようと赤ペンでの自己批正を繰 り返 したB このことは新附 こ読みやすい自作

の俳句を沓くための学びを展開させ､学年 目標をふまえた杏等学習を成立させた｡また､

友だちからの評価は､A児の学習の成就感を高めた.

②小事を使 うことで､より其剣に取 りflめた Ⅹ児

K児は､元々習字は嫌いではなかったが､太筆で青 くときは､1時間に4枚 (8文字)

lくらい脊くのがやっとで､'後半は疲れて集中力が続かなくなる傾向があった.

小味を使って､いろは歌の手本の上に紙を置いて番く練習をしてみると､手本 とほとん

1ど同じような字が省け､しかもたくさん-度に脊くことができて うれ しそ うだった｡
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(本時の様子】

本時では､-度いろは歌をなぞり看きしT=後(r月が出てにっこり笑う欲の軌 のひらが

なを抜き書きして､手本と比べ､赤ペンで修正をした｡本時は rますいっぱいに大きく事

くJ事を目標に､修正した字を見ながら俳句を音いたが､友だちの動向を気にすることも

なく看き続けた.手本の字と-だいぶ遜っている字もあるが､その手を繰り返し青くなど､

自分で何とかしようとしていた.時間がきて清事をしたが､下敷きは使わず､一気に寄き

上げた.

痩業後の感想文より

:いつもは太筆で青いてるけど､手本みたいにうまく事けないで困るんだけど､小筆

;だとわりとうまく育ける｡早くいっぱい香けるからいっぱい練習できてよかつた.令

<**>

○字形はいくつか崩れていたが､目標とした文字の大きさは納得できたようであった｡清

春時に下敷きを使わず者き上げられたのは､点画が書きやすい小筆を使って繰り返し自

己批正をすることで､看こうとしている文字の字配りのみとおしがっいたのではないか｡

○感想にもあるように､筆捌きがはるかに容易で､折れや払い､跳ねなどそれほど苦労

なくてもできるという利点や､時間内に蕃ける字の数も格段に多いことがK児なりに実

感できたようである｡

○筆使いの抵抗が少ない小筆の使用をすることで､自己批正の際､練習畳が確保でき書こ

うとしている文字の見通しを持もつことにもつながり､集中し真剣にとりくむK児の姿と

なって現れたと考える｡

③いろは歌の撫習がひらがなの字形に影響したM児

M 児はとてもまじめで､字も凡帳面で読みやすい｡しかし､よく見てみると､丸文字

とまでいかないが､かなり癖のある字になってしまっている｡長い間に身に付いてしま

ったものなので､簡単には直らないものと思われた.また､友だちの評価も､きれいで

見やすい｡Jなので､さらに困難を感じていた｡ところが､小筆でいろは歌を書くとい

う活動をしてみると､なぞりがきの練習をすることで.字形のぐせが直っていくことが

分かった｡符に､続き審きしている部分は直りやすく､M児はえん筆で書くときも､｢さJ

と TきJの終わりの画を際して書くようになった｡
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○鰍滑川 卜扱きでは淡やAj:Ll､lil-伽4.を0 0で叔 した｡jL.I-声のおJ-_そのJrfや大きさが

IDJらかになり､7駅InlLに収まりのよいJJi･:イJJが黙りた｡

Gu[刑1j卜倣ミMJTbL'川-･)ると､れU)Il'JLlがとりやすく､年目'uがぶ紬できる｡俳イリ/i,nくJb,i

J加-a)おおJ､そのめやすが分かり安心J,.Ll&女将って†l?瞥できた巾

O仙人新は削r如き込42際､紋滑川 卜放きに蹴らず拙くイ･もいた｡紋照川下放きで数枚iiFく

と､rJLo)tl.心 ･'~H惨･字配りの感ili:が分かり､新鮮な難舶感をもってjL-I-j<がかけるJi3介

もある｡

()i)lイIJに.介わせた拙神川の 卜放き教作JJkする 段 附で9.1-)北枕l二l然と).IIJ'rJ'!?'甥 でねらう13Ao)中

心･JトJ捗.まI:削 りに/,)いて)I,I-1二0)虹紐やiblEみやすさをyl･瓜することになるJ.うだ｡ しか

†日/放きづくりを回を1【(ねて取り糾むご.とで､/㌢ヤfJ),川堕の山前も別れる.ただし､放ら

Lz.lfき上紙に1川IL,.).(:,･くなど肺を11.1-1たせ/.一放り触_みも入れlillPl三のHl二外も例ざさないように

し/.･･いO
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男等 3 学 年 国 籍 帯描 写 学 習 精 薄 寮

長野市立 据花小学校 3年3m
男子16(1)名 女子19名 軒35(1)負

担任 音頭 弓
1.単元名 丁曲がりJと r机 の鰍 をヽ知ろう 包材名 rピルj

2.糊 (3時間耶 扱い中､男2時)

前時担 卿 畷坪 野 三増 - 1 麺 ト ー 次時 tDやおれに気をつけてビルを毛榊 く
3.本時の主眼

r曲がりJと r軌 の自己無冠を持った子ともたち机 自分に合った練習用故を軌 1技官することとよって.r曲がりJと 軌 の稚 いを理

解しさくことができる.

4.執 上の留意点

･ まだ鋲 の扱いに蝶れていない子どもたちなので.革肝脚 ナは休み時間に行う.

･ 蛙管用1野L 牧師カⅥ戎する.

S.卓時の展肘

Fー 学醐 予想される児藍の様子 榊 ,支援 喝 肘 .

* 1.約時を操り返り本時の学習内容を知る. ○ 曲がりとお棚 ､のポイントを ･学習のポイントを想起させ.曲がりとおれの轍 いにつuてまとめる. ? 拡大文字 rビルJ

思い出すだろう. 【学習のポイント】 ポイントカード

入 ･曲がりは一気香かないで.曲がる時は ･曲がりは速さをゆるめ隼を止めず

ゆっくり甘く. ゆっくりせく. ･豊盈堅土≧土茎生唾･おれ比 ｢鼓止めてから右上にはらう. ･おれ輔 を｢床止め.進む方向を

税 L いつも10時30分になる 確かめて魯く. ヱ辿

ようーこする. ･穂先をまとめながら.ゆっくりと上にはー ′ヽ刀

-曲がる時止まらないようにしたい.･輩を回さないように気をつけたしヽ･おれが.はねみたいにならないように気 右 ー うう.･自分が梓に気をつけて練習したいことを ･自分の喪服 で旦辿
発表させる.

をつけたt'ヽ 曹こう
1曲別 やおれの輩- こ気をつ収

展内 2.披習用故を使って昏<3.自己批正をする4.まとめ菅書をする ○自分の珠顎lぴ功 つヽて曲がりやもれの ･裸馬解決をする字を磁 させる. 30 練習用紙 三枚

練習をするだろう. ･机m 視をし.よいところI認 めていく.･取組と思われる点は まず子とも一二尋ね 豊艶 _塵起筆

･おれはうまくいつたから,今日は曲がりをガンバつて上手枯啓くe. ･壊弛 ゝ垂てから朱を入れる.自分で相 に東ゴい

･穂先の向きに気をつけて宰くf. た場合は その気づきをはめる. 丑皇塾班 と望退園

･痕が全部太くなつちゃうな. 髭拝習用枕が終わったら半択【こ抜管. 舞込王三色吐三重虐

〇百分の硯 や学習ポイントを思い出し自己批iF㌻るだろう.･おれ比 ~まくい lど ･ポイントや狂想にそって自己批正し.蘇蝕鞍で作品に記入させてから.発表させ 出廷邑聖;姐と三蛙晋できたか.

つ つたす .その後のはbいが厄すぎた.今卦 ま気をつけたーヽ ち.･必要tこ応じて手を添え.力の加汝をつか 分 ･よくなった点や.上手く地 点玉･はらいの点検がどうもうまくいかないi･曲がるところがちょっと急すぎた. ませる.

○自分の別 盟や学習ポイントを意放して ･これまでに学習したことを思い出しなが 島地

らまとめを書をさせる.(2枚) ･披習したことを年か主ヨ邑日生垂ゝ .

･はらいが長くなるように.輩をまとめながら着くぞ ..･曲がった後の操の長さにも気をつけて巷こう. ※一枚の敗に同じ字を2つ書かせる.

卓とめ6. 5.共同批正する反省 ○友だちの省いた字を見て感想を言った ･席が近くの人で作品を見合い､よい点を ワ甘 ･左だら盟主主⊆恵三

り､本時の感想を出したりするだろう. 発表させる.

･曲がりで少し枚かⅦ くなってて上手だ.･ちゃんと一度止めてから.はらっていて穂先も10時30分になっているのかわかる.･はbの蕃書方がわかって.うまく啓けるようf=なって宿しいな.･今度はもう一つの字も上手に古くf. ･本時の感恩を出させる. 旦払 _
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3年3組座席表

(抄 谷所 みさき lV 金子 ゆうすけ ㊥ 荻喝 みずき JV屋ケ田 くんベい .∫/月岡 なお ~@ ~右田 ひろき

ル 柿滞 さき @ 他宗 ふみひと /′ 林 きようこ n/池田 れん ル 中村 みゆ @ 百瀬 かすき

JV 米村 ちひろ JV今牧 ■たくや 一′ 丸山 りな IV村積 みか lL/大門 ゆり (壁)阻村 こういち

W 村田 あや Jv'小須田 たくろう ル 荏原 はるか lv 樋口 けいすけ 色)松本 しおり EtP丸田 あゆみ

;毎クn村 みお 一′ 北島 ゆうや ㈲ 小林 まゆ IV永井 かずま JV 中沢 りか 1V 武田 つよし

ーvLー塚田 桁斗 一矢ー松下 あいな 喧ク 森 りよう ⑳ 大日方 あやか (∈ヲ小山 まさき

･*･㊤ ････ど｡鯛 (歯qJ)q 与.はti.うし)
･い ･･'L4線瑠 (批 - い)叩 (bLi'tiL)



3 年 3 組 授 業 首己録

授業の流れ ･教師の発間

前にやったビルの輩使いで気をつけること
を発表して下さい.

わざと細くしようとすると変になる｡止ま
らないでここでぐっと力を入れる.
止まらないんだけど･･･

そうだね.スピー ドをゆるめ止まらないか
らと行って走ってはダメ｡ゆっくりにして
からぐっと｡思い出しましたか ?今度はル
のおれはどんなことに気をつけたらいい?

何を?

そうそう.これはどこで 分かるのかな?節
に出てきて誰か指を指して下さい｡

ここがどうなってるといいの･A･bむ
10:30にしていると､斜めになるね｡
(♂ 貼る)最初もそう だよ｡そのまま真

っ直ぐ (一度止める)どうするんだっけ?

今度は止まる｡一度きちんと止まらないと
いけない｡次に気をつけるところは?

みんなの作品
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だんだん (小さい 貼
hリ 枝先の向きに気をつけ

ピだって培先の向きに気をつけて曲がると
きにゆっくりにして､最後はt:シッと｡

穂先の向きに気をつけ曲がるとき肇の軸を
回さない.方向を変える時気をつけて｡
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そ れぞれ一つの字をやって
分で今日は今ことをがんば

こ とを発表して下さい｡

さっき言わなかったけど､短いとはねにな
ってしまうので､はらいを長くね｡

紙一枚､下敷きは横にして｡みんな大分練
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(Y男に)とてもきれいにできたね｡

平成 14年度 10月8日 (火)

児童の様子

cl どの曲がりはゆっくり書く.
C2 曲がるところは細くなる｡

瑞季 ゆっくりにする.

蓮 10:30に入れる.

運 筆の穂先を

東平 (指す)

東平 斜めになる.

拓也 おれる 止める

剛志 止めてはらうときに,右上に穂先をま
とめながらはらう｡

C ピは?

C 10:30

～がんがぼりたいこと～
里香 はらいの時榎先をまとめてはらうよう

にしたい｡
和樹 止まらないようにしたい.
晃一 軸を回さないようにしたい｡
荊奈 おれのはらいが短かったので､長くし

たい｡
みさき 筆の先が10:30になるよう忘れ

ず書きたい｡

～練習の様子～
負 (ピ)曲がり止まらずややゆっくり｡

津 (ル) ゆっくりはらう｡
やや糞を回す｡
(ル)鉛肇持ち.はらいはゆっくり

有印 (ル)はらい､おれよくなる｡ゆっくり｡
穂先の向きも気をつけている.

栗平 だんだん上手になってきている｡
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ト 時中断)

練習した自分の字のよいところやまだまだ
だと思うところを作品を見せながら敢えて
下さい.

愛素さんのどはどうですか?

かすれるのは味があっていいよ.曲がった
後は強くね.

一其さんの作品で気がついたことのある人.

童祐くんは一兵さんのいいところも教えて
くれた.でも自分ではもう少し?厳しいね｡

瑞季さんは曲がりのところが上手いとみん
なが言ってくれた.ゆっくり昔きましたか?

檀原君の曲がりは?

上手いのはかりで直すのないね｡

菜緒さんのようにおれを直したい人は?

では愛奈さんのようにおれをぐっとしたい
人.

今日勉強したことを生かして､まとめ昏き
をします.一つの紙に2つ香きます.

席が近くの人の作品と前に書いた壁に貼っ
てある作品を見て,よくなったところを探
してみてください｡

では発表して下さい｡

とても上手になったね.拍手してくれた人
ありがとう.

力加減.曲がった後ぐっと力が入って手､
短い時間でしたが､上手になりました｡今
度はピルと審きましょう｡今日やったこと
友だちのよかったことを忘れないで､どの
人はル.ルの人はどのことも頭においてや
りましょう｡

卓郎 (力の入れ方腕を持って指導)
前案 ･温 くル)はらいに気をつけとてもゆっ

くりはねている｡
拓也 (ル)はねが細い.自分で招きしている
卓郎 はねが上手くでき満足げ
彩 (ル)ゆっくりはらう.上手い.
裕也 (ル)はねが長く書けている.姿勢にも

気をつけている.やや草を回す.
圭祐 (ル)はねが短く穂先だけピッとはらう.
千尋 (ル)たくさん空いているところに練習｡

愛奈 くど)横の線のところが上手くできな
かった.

C 曲がっているところがかすれている.

一兵 (ル)まとまってまだはらえない.

･圭祐 おれのところが△になってていい.

瑞季 くど)始輩の穂先が其っ直ぐになった｡.
-C 曲がりは上手い｡
瑞季 うん
伍原 止めのところが下がった.

C 上手い｡上手.

菜緒 (ビ)おれが短くなってしまった.

C 挙手 10人くらい

C 挙手 10人くらい

恭平 (ル)やや手首ではらう.まとめられな
いが長い｡おれはしっかり.

蓮 真剣に名前を番いている.
宥輔 (ル)はらい長く香けている.
追 (ル) はらい長く書けじっと見ている.
裕也 (ル)おれ､はねの長さともよい.

2つの画の間はやや広い.
まゆ (ど)一つ一つ気をつけて上手く番けた.

C ワイワイ言いながら作品を見合い.よい
ところを見つけている.

みさき 金子君のルのはらいのところがちゃ
んと長く苗けていでいいなと思う.

C(拍手がおこる)

C (拍手が大きくなる)
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研究テーマにせまった子どもの姿 :3年

互いに粥わって伝達性の高い文字をめざすチビもたち

まだ毛筆の筆使いに慣れていないため､なかなかうまく事けない3年生の子どもたちに

｢ピルJの ｢曲が り｣くど)か ｢おれ｣:(ル)のどちらか一つを自分で選択 し,自己株題

をもって本時にのぞませた｡

～本時の様子から～

K児の課題は r)レ｣のおれであった｡前時はおれの部分

が短くはねのようになってしまっていたが､導入で熱心に

筆使いのポイン トを開きながら､何度も練習用紙を使って

練習する姿があった｡K児の隣のT児は rピJの曲がりを

現題にして､同じように何度も練習していた｡

～ 練習が終わり共同和正をずる場面で ～

教師 それでは､,革だもの作品を克て､.上手だなと思った人どうですか軍. 竜..輝n聖...-3?葦 峯 鼓?% 熱絹iyJ一一一一琴莞T.

<挙手多数>たくさんいるね.ではTさんお味いします.T児 K君なんだけγ.前は ｢ルーのお T~ ･-.t享赦 J.JP"A.'tt_.-i.:7度｢フ▲㌣ 盈哉 I.-班.u-

漢 縄 賢詞酋7.1_.こま監事

と思います○

T児は陳の席で何度も練習を重ねているK児の姿を見ていた｡別々の課題に取り組んで

いたが､あらかじめ rピ｣と ｢ル｣両方の筆使いのポイン トを説明しておいたこともあり.

筆使いの概点を共通理解 し､T児や他の児童もK児のよさに気づ<ことができたと思われ

る｡また.そこで起こった拍手は同じ対負に向かう友のよさを学級全体が共有できたため

に生まれたものだと考える｡

<考察>

○子どもたちによる相互評価の場面を授業の中に位置づけることで､互いのよさを学級で

共有し合うことができると考えられる｡

○香写学習で友の字のよさを発見し共有していくことは､学習株題を達成してい<過程

を確認していくことにつながり､基礎基本の定着を確かなものにしていくだろう.
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(4)据尊者のご指等 ･井守会の忠魚

国語科 係内指導 指導者 信州大学教育学部言語教育教授 市滞静山先生

5年 3姐柄岸学級授業 ｢自作の俳句を毛筆 (小筆)で昏こう｣

･新聞を作る-記事にすることを考えて､調べて､配分も考えながら文章を作る｡一枚の

舵に､いろんなものを割り出していく創意工夫があり勉強になる｡

･新聞に春いた俳句は､しっかり香いている｡表情 もいい｡長い時間､神経集中してやる

ことは字の勉強だけでLj:く､鍛練になる｡精神統一しながら真剣に取り組むことは大事

なこと｡その点で､いい授業｡

･子どもの動きに見合った教師の発言がいい｡しゃべり過ぎるのはよくない｡

･写 し昏きから発展 してきて､今回マスの筋だけ比べてみて､しっかり正 しくできている｡

･子どもの津のおろし程度で､もう少 しおろすようにしたら墨のつきもよくなる｡

･小輩をきちっと持っていた子どもが殆ど｡小筆をきちっと持たせ られるのは大 したもの｡

鉛筆持ちから鉛筆を立てると､震えてきてしまう｡心も動揺してきてしまう｡小筆の場

合､鉛輩番さとは逼って､手の甲をつけて手首を立て上に持ってくると勤かなくなり､

おなかに力が入る｡全身の緊張を生む｡

･小筆は､はやく春 くにも昏けない条件になっているから､子どもたちは丁寧に一本一本

線を書いている｡低学年の時は丁寧に書いているが､高学年になるとはやさを求めるあ

まり､字への注意がおろそかになり字が下手になる｡中学校で行啓の勉強のときはやく

はいいが､小学校では 一丁革に'を大切に､それに徹する｡はや春さは､丁寧さが基に

なり普段の中で応用されればいい｡

･ 小̀輩で俳句を青 く'と､教師も丁寧に古 く後ろ姿から､子どももしっかり香かなくて

はという思いになる｡文字のチェックに赤ベンを使っていたが､子どもも曲がってしま

うところはちゃんととらえてまた香いていく｡

･墨をすらせたことはいい｡わずかの墨で済む小筆のよさであり､本気にならせるためゐ

墨すり､心を落ち着かせて入ることの大事さ｡太蟹の場合は､昏 く時間を確保するため､

塵液を使ってす ぐ春ける腰勢をつ くらなくてはならない｡

･子どもたちは小輩でどの位の字が香けたか､書き慣れれば難 しくなくなってくる｡輩を

押さえつけては､蟹先が動いてしまう｡蟹先が紙にくいあたるような蟹の毛をしっかり

立てておいて春 く｡太輩では､画から画にS'るとき蟹の打ち直 し く担こし)が必要｡つ

ぶれてしまっている筆を起こして春かなくてはならない｡太蟹で細く春 くと考えてみる｡

大挙で先を使って小さく春 く経験も試みるといい｡小筆は､それがすぐできる｡直立の

状態にし輩先で素直に魯ける｡

･大きな字-小筆の字-･硬筆の字～応用発展として毛筆から硬蟹へ､1時間の中に取り入

れることもいいのではないか｡小輩で紋習しておけば､ちょっと力を入れればというこ

とが分かってくろ｡小輩と硬筆は､共通点が多いので効果が上がる｡ワラ半紙などを使っ
てやってみるのが適当｡

･大挙でも毛の3分の1を限度に使う｡元まで押さえつけるのは遭けてほしい｡硬蟹の勉

強でも､例えば力の入れ具合など､早い時期に毛筆の手本を見させることもよい｡1年
生の勉強でも毛筆の字を見せてもいい｡棋椛的なものを見せると､気づ善があれば覚え
てしま-3｡

･言葉を覚えるのと同じように､添字を見せておけば覚えてしまう｡例えば､月ってこう

いう字だと視覚で覚えてしまうから､昏けるのは後でもいい｡習ってない字でも､日常

の生活の中で湊字を魯いてよみがなをふっITおけばいい｡読替も楽しくなる｡

･書写教育は､後から系統立って指導するのもよい｡かなと漢字､かなは抽象的｡浜字の

方をはやく覚えられる子どももいる｡最初に涙字 も見せておけば､沃字力､国語力も｡
1つの言葉も､ひらがな､後で漢字では?

･小輩は､短い時間で多くの字が昏けるという効率が高い｡慣れてくれば苦労はない｡そ

のためにも回数を重ねることが大事｡生活に生かすことも多い｡研究を続けてほしい｡

これからは､昏写カを高めなければならない｡生活する中､必要に迫られてということ
も･･･｡
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3年 3組富田学級授業 ｢T曲が りJと rおれJの蟹使いを知ろう｣ 主題名 ｢ビル｣

かご書きはね書 き､いわゆる写 し番きのよさ～ほやく要点が分かるということで大事｡

補助教材 として､いろいろ工夫 しどんどん利用 していく｡下敷きは､効率のよい一つの

工夫｡

どこまで輩を押さえたらよいか､子どもたちは分かっているようだ｡春 くうちに勢いが

ついてくる｡

全体の流れはよかった｡教師 もてきぱきと､子 どもも従 っていけるようなタイ ミングよ

い指示 も出ていた｡掲示物の利用で､子どもの発言と同時にタイ ミングよく適時入れ､

分かりやすかった｡蟹の向きを表す (蟹の形をかたどった物を使 った)アイディアもよ

か った｡実際そう審けなくても､理解できた子どもも相当いたのではないか｡

流れとして､前 もって自分の学習のポイントがおさえられていた｡おれと曲がりを帽子

の色で明拓にし､意識をはっきりさせてのぞんだ｡

かご審きによって､しっかり打ち込みができていた｡起蟹がまずきちんとできて､角皮

入 っていてよい｡力強さがある｡

自ら朱を入れることもよい｡自己批正の場となる｡そして､子どもたちに発表させる｡

友だちのよさに気づき､認めはめる｡子どもたちの納得 した自然の拍手で､香いた自分

も喜びを得たのでは｡本校の研究テーマの一つにもなっていると思 う｡

さらに蟹の向きを正 しくして､大過な運筆で番かすとうまくいったと思 う｡例えば､な

かいかずま､力の入れ方で起蟹をどんと入れ､どんと押さえる｡起繁をどんと圧力をか

ける子どもは､線がビシッとできる｡さらに起筆の後､押 し込む気持ちを入れるといい

線がでる｡自信を持って朕を動かすことを強調 していくとよい｡

おれより曲が りの方が難 しいか｡｢こうすると (輩を傾けて沓 く､饗を立てて番 く)と

どんな娘 になるだろう｣と投げかけてみる｡例えば左はらい､輩を寝かせ傾けて書 くと

線が切れてしまう｡蟹の贋を立たせて魯 くといい線ができる｡蟹の角皮が大串｡蟹の立

たせ方によって線が遅 うことを子どもにやらせてみて感 じさせることがスター トにあっ

てもいい｡

机問巡視は､多 くの子どもを一人でみる難 しさがある｡T･Tでもう一人､補助的な立

場で実隙に肇を持って正 してい〔=ま､効果が上がる｡いい教材を与えて勉強する｡ とこ

ろが子どもによって角度が逼っていても､全体の流れの中ではできなくなる｡その場に

行 って正 してやれれば理想的｡

番等教育では､硬筆に近づけるやり方｡でも､運び方等違いが大きすぎる｡毛蟹は､深

くてきれいな線ができる｡毛筆の教育では､その一部分をとっているという考え方で｡

灯 ゑ*
),･J
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d)セゆふゐそ るに せ ゆ ふ h そ る に
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平成 14 10月 88

番写指導諌習会 座席表 (図書館) 15:30- 17‥∞立脚黒板

二 二
校長 丁 教頭 T

羽田T E ∃ 柄沢T

清水 丁 中村 6年 丁

千村 T E = ]

開聞T E ∃

出入 口

[ = ] 河原

E = ] - 丁大 日方 T

E コ 安-中村 2年 T

E = ∃ 丸 田T

E = ] 西滞丁柳淳で

出入 口

*書写用具は 6年生のものをお借 りします.

*手本は 5年生の教科書を使用す る予定です｡ (5年生 よ りおか りします｡)

*紙 ･墨係で用意 します｡

*新聞紙 2.3枚 ご用意下 さい｡
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長野市教育大網指定研究 (一年次)発表会 自由参観授業

国語科書写学習指導案

1,授業構各
研究テーマ

平成 14年 11月26日 (火)

裾花小学校 1年 1鼠 男子16名 女子15名■計 31名
投業者 1年 1粗 担任 河 原 節 子

学習習tR形成支援 大日方 賀智千

日常生活に生 きる文字のカ を育む事写学習のあ り方

__皐先取定の理由
本学舷の児皇比.入学後 rいつ鉛隼使うの｣r今日はカルタできるJr字.醗めたよJと､教師に話しかけるこ

とが多かった.鉛掌を持って文字を着きたい､カルタをしたい､字を覚えたことがうれしいということが､表情
や言葉からうかがえた｡現在でも､文字を学んでいこうとする気持ちは高いように感じられる｡

一学期は､一日一文字を基本として､平仮名を練習してきた｡また､母の日カー ドや父の日カー ド-の名前事
き､あさがおさん-のお手紙事き､七夕の短冊香きなど､生活科とかかわりながら､覚えた文字を日々の生活の

中で生かせるよう学習してきた｡~一学期末には､教育突習生の先生に､絵日記形式でお手紙の返事が脊けるよう
になった｡

しかし､文字を事くのに時間が必要な児童や､零き上げるスピードにこだわる児宜もおり､文字練習用紙 ･漢
字 ドリル､連絡板を書く時の佃人差は大きく､鉛筆の正しい持ち方､てい血 ､に書くことや着き隈.点画dかき
かたなど,意放して育こうという気持ちは芽生えてきたが.定着することがたい-んむずかしい現状である｡

2学期になって､漢字の学習が始まった｡漢字を兜えたい書きたいという気持ちが強く､遇2回の仰の10分
間 ドリルの時間に漢字 ドリルを進んで脊く姿も見られる｡また､漢字クイズを考えたり､自分の名前を漢字で辛
いたりして喜ぶ姿も見られる.このように､漢字に対しても､興味 ･感心の強い児童が多いが.文字を正しく事
くために.文字の点画や蕃き順に着Elして春ぐまでには至っていない｡そこで､rかん字を かいて みようJ
の単元で文字の rとめ ･はね ･はらいにJ意識を向けて文字を春こう とする態度や技能を養うことをめざして本
単元を設定した｡

本時で思 う子 どもの姿

○文字を正しく事こうとする子ども｡

漢字 (画の終筆)の rとめ ･甲ね ･はらいJいがわ希､り､ 漢字の rとめ ･はね ･はらいJに気をつけて
幸こうとする子｡

○自分や友だちの文字のよさや学びのよさを兄いだせる子ども
漢字の ｢とめ ･はね ･はらいJが正しく香けているかを見つめる気持ちが持てる子
友だちの書いた文字のよさや､漁場に気づいていける子

本時の弄いに迫 るための手だて

･漢字クイズをして､漢字の学習を進めていくという雰担気作りをする｡
･とめ･はね ･はらいが焦点化されるよう用具を工夫する｡
･とめ･はね ･はらいの着き方が分かりやすいように､水春用の筆を使う｡
･かくとてん,書き順で学んだことを取り入れて.定着を図っていく.
･自分の文字や友だちの育いた文字のよさをわかりやすくするために､実物投影機を使う｡
･学習習慣形成支援の先生 (T2)に坂寄の紳助､児丑の学習の様子をみていただき､TTで学習効果を高
める｡

･児童のプリントと同じ形の拡大プリントを準備して学習の進め方をわかりやすくする｡

2.単元名 rかん字を かいて み よ う｣
とめ ･はね ･は らい

3.本時案
(1) 本時の主眼

漢字の終幕には r止め ･はね ･払い｣の三つがあることを知り､点軒の終筆に注意して漢字をかくこと
ができる｡
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(2) 本時の位荘 (2時間扱い中､第 1時)

本 時 次 時
点画の終撃に注意して漢字 .片収名 .佼名まじりの語句

(3)指導上の留意点

文字を書くのにかかる時間は児丑によって違うので､事き終えたらまだ育いている友だちの脊き方や文
字を見る時間とする｡

(4)展開

雄 学 習 活 動 予想される児宜の反応 指 導 .支 援 柄 備考 草 魚

導入■1学習の準備 .漢字ク ○鉛筆 .下放きを準備し ･用具を準備させ､漢字ク 3 漢字クイズ用

イズをする. 漢字クイズを楽しむだろ イズで漢字の学習をするこ 分 の紙◎医王之王室

う.F田+力はな｣んだJlA:男です.当たり とを意沌づける｡ (Tl)r漢字クイズをします.
Fく+ノ十一は?Jl 漢字クイズをする人どう

A:女です.当たり ぞ｡ (Tl)｣ j三重迦ヱ主星
P大十､なーん だ?A 3人,前で準備(T2) むし
A:犬です.正解 クイズ掲示(T2.1

展開 2漢字の軒の終車を詞 ･わからない r初袷に､漢字の画の終わ 6 学習活動を事

ベ､【とめ .はね .は ･止めてる りがどうなって斗ヽ るか詞 分8 いたカー ド水着用車らいJを知る.,_3 【上】ー小】【大】 ･はねてる べていきましょう.(Tl)J

･はらい? 止め .はね .はらいの終

･平佼名でやった. 筆の画を水音する.(Tl) 水入れ
･あ､それ漢字 ドリルに ･□カ- ド.○磁石補助 □カー ド

もかいてあったよ._･知ってる.とめ .はね .はらいつ (T2)･漢字にも平佼令 .片佐名と同じようにとめ .はねはらいがあることを砕放 し呼び方を知らせ声に出 させて ○磁石-棒@&ていうんだな. 学習ポイントを押さえる.

○声を出して rとめ .は r平伎名 .片佼名で勉強し 上⊥塾生軽量

ね.はらい｣を祐認するだろう. たように漠字にも､とめはね .はらいがあるね. rとめ .はねこ堤とヒ⊥墾

･磁石の輪をつけてみた (Tl)｣ー匡司 .回 .匡 亘亘ヨを持 企む三をむし学習ポイント

いな. 示する.(72)-→棒で指して r声に出し

○ 【上目 小日大】の rと て答えましょう.∫(Tl)r漢字の中で.とめ .はねの rとめ .はね .は め .はね .はらい｣探し 分 を示す○在石
らいJ探しをする. をし､○磁石で印をする ･はらいがみつけられるか と色別拡大文

だろう｡ な?(Tl)J 辛句上臼_⊥生し

･始筆の止めに印を付け 【上】のとめはどこですか

る｡ ー小】のはねはどこ?
･終筆の止めに印を付け (大】のはらいは?
る｡ ･色別拡大文字にt)磁石 を
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展 4 rとめ .はね .はら よ. ○磁石を児童にわたす(T2) 23 め.はらい .

い｣の書き方を知り みるよ.どう着いていた-分

開 練習する. わ書き方を考えるだろ か後で聞くから言えるよ いたカー ド練習用紙◎塗空色上と

ラ. -うに良く見てね(Tl)J
･うーん? ･-番耗しい右はもいに時
･とん､す一.とんだ 間をかける.教師の師範
･とん､す-､なにかな? を見て事き方を考えさせ､

･.とん､す-､ぴよん? 具体的なものの蛎をいイ

･とん､さ- メ-ジさせる.tTl)

･とん､す一､.う､さ.-Orとめ .はね .はらい｣ ･とめ.はね .はらいを水事とチョークで師範する.･空香してから練習用紙に

の事き方をイメージし かかせる(Tl).

書くだろう. ･音き順､姿勢､鉛筆の持

･上手にかきたいな. ち方を確認して書かせる 重工圭主とヒエ
･うまくいかないな. (Tl). 逆生L空室皇
･ゆっくりかくぞ｡ ･机間指導をして学習ポイ 芝地 _
･はらいがむすかしい ン トや姿勢 .鉛孝の持ち 上土生⊥逆生

な. 方に気をつけて凍 習しているか､確吉忍.助言する.(Tl/T2) ⊥!呈皇主上.｣監正睦とエ担盟三豊玉出 _

終栄 5 まとめをする.6用具の片付けをする. ○友だちの事いた文字を r今日､春いた文字を見よ 5 実物投彪地 .◎且盆:聖星だ

見て感想を育つたり本 うね.(Tl)｣ 分
時の感想を出し合うだ ･吏物投形機で漢字のとめ

ろう. はね .はらいを見合い 良 五里皇室空色
･丁寧に春けているね. いところや挟屈を発見さ 旦空旦星を且
･はねができたね. せる. ユ吐基j.上と
･とめがいい. ･木崎の感想を出させる. エ地 _
･はらいがきれい. ･自分や友だちの良い点を
･がんばってかけた .8め^うようにする

(6)反省

座席表 (当日配布)
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儲 皆箆-;I-A l一斑 が 泉･･･-一･･･--｢1とめに気をつけて着いている 〇
･ 2はねに先をつけて食いている n
L....ajib_t__tに先.%_?_吐言辞_i_I_T_～)_義.._n_"__.i

…~一肝 Tfy;桝 ど訪一='d'方-/汚ち-rt-b'#彰一"''-3

. 話 芸王…農芸認 諾 :詳 言 9 ;
し.__.良.W.らLli言えk?_g_て秀_tIエt泊...!__…______;

松滞 伶央 穣田 河大 宇市有坑付 宮津 理紗 宮尾 優紀 松下 塔材 骨未 良太
i 10 1 0 1 0 I 1 1
2 0 2 2 2 2 2 2

3 0 3 3 3 3 i . I貞○4 0 ー4 ●4 4 13 4
5 5 5 5 5 0 5 0 50
6 6 6 8. 6 6. 6

洩川 美鼠 長谷川 格 寺汚 昏壁 松島 依冷 山本 実康 白板 大地 男子

1 l O 1.0 1 1 0 1 0
2 0 2 2 2 0 2 2
3 0 3 3 3 3 3
4 0 4 0 4 0 4 .0 4 0 4
5 5 5 5 0 5 5 ー

6 6 ■ 6 6 6 6

石日 航平 青沼 妓大 加藤 壷土 せん哲けん /ト棒 伊万星 大久住 駿東
1 10 1 1 0 1 0 1
2 2 2 0 2 2 2 0 .
3 3 3 3. 3 3
4 0 4 4 4 0 4 0 4 0
5 50 5 5 0 5 5 0
8 6 6 6 6 6

竹内 理子 宮坂 桃佳 伊藤 -坐 持田 菜玲 荒井 美久 . 榊 苛史
10 i 1 0 10 I 1 0
2. 20 2 20 2 0 2
3 30 3 3. 3 3 0
40 40 4 0 40 4 0 4 0
5 5 . 5 50 5 0 5

工さ 弓文 何杯 .捷其
1 1
2 2
,3 0 3
4●0 4
5 0 5 0
8 6

音符 辛 住 商 拓実
l O. 10
2 20
3 3
4 4
5 50
6 .6

小林 砂塁佳 官
三 〇 1 0
2 2 0
3 0 3
4 0 4 0
5 0 5
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教育大網 1年 1組 書写授業記録 (河原先生) H14 ll.26 (火)

ll:10

ll:13

漢字の勉強をします.みんなの作ってくれたクイズを
します.これなんだ､と言ってね｡

今日は漠字の最後の画がどうなっているか調べます.
読んでみようか?

みんなどんな画知ってた?

(とん､す- )
見えるようにかちこ先生に貼ってもらいます.
(横面 )ここのところどうなってた?

止まっているから?
みんなで言ってみよう.
(とん､す-,さ-)

レ と
そうですね､はねてるから rはね｣
いいます.

みんなで言って ･･･最後2つあります.
(とん､さ-)

/ もう一つあります.とってもとって/ も嘉しいよく見てね｡
(とん､う.さ-)

＼＼ はらってるから､はらいと言いま
す｡さんはい

先生が指さし棒で指したところを言ってね｡手を挙げ
た人全員でどうぞ.さんはい

さっきだいちさんが言ってたこと知ってた?あんな字
ないね.とめと?
とめが三つあります｡はい.パッチン

もう一つかくれんぼ.
先生分かんないと思ったけど､かくれんぽしてたんだ
ね.1･2･3･･･ここに･･･

これ何てよむんだけっけ?上.そうそうあそこにある
ね｡

(小)はーい.バッチンお返事できておりこうさん｡
正確さを競っていますね｡

いまりさんさやかさんの小ね｡
次のかくれんばは､はらいをみつけて.

議 運 器 云賢 重器 整 喜蓋 三一く
見てて｡

とん,す一､とん｡
とん.す一､とん.
とん､す一､とん.どんな風に書いた?

(48)

しょうた これなーんだ
けんた くのいち
りょうた これなーんだ
こうすけ 男です
れお
C 何て書いてあるの?

C たて､よこ

C (静かに真剣に見ている)
みれい 止まってる

C とめ

としき はねです

C かんたん.かんたん

きりか はらってる

C はらい

C はね

C うわ-金で作ってある !

C (嬉しそう)

りょうた -下だよ !
けんと ○(拍手)

C 上 !橋の上のおおかみでやった.

だいち
けんと 違う､ずれてる｡

こうへい はらいだよね ･･･
C 大きい

C みんなで読む

ゆりか 止めて書いてた.



みんなの手で書いてみて｡

今度ははねだよ.どうやって亭いたか見てて.

A,とん,す-,ラ
とん､さ一､とん
ここのところどう書きましたか?

とても難しいです｡指出してやってみよう.
ここで止めて,はらう方をよく見て､うっと止めとい
て,はねる方をよく見て ･･･

今度は何を書くんでしょう｡

太

二

とん､す-,とん
とん､さ- う､さ-
はらいどうやって書いた?
何かの形に似てる?

ここのゴルフは止めて下さい.
すくっていいのかな?

これでいいですか?

ll:25

ll:36

忘れないようにね｡

いよいよ皆さん ････
とめ､はね.はらいに気をつけて番こう

魔法の で書いたんだけど､ちょっと ′に近いチョ
ークで否いてみます.

/＼ 喜三言享畠:'ハになる●気

今日気をつけることはなんですか?
グー､チョキ､パー､気をつけてね｡

グー.(ちょっと狭い)チョキは?バー､これだけ離
して下さい｡さあ.鉛筆を持ちましょう.鉛輩をつま
むみたいにね｡
順番に香いていきます.一番上は先生が古きました.
おなかと､足ぺったん.
(小さな声で)番けた人は隣の人前の人よ-く見てね｡
審き順前に雷いてあるよ｡

机問巡視 ゆうま rがんばったね｡はね､うまいね.｣

きりか ｢すてき.｣
あさひ ｢がんばったね｡J

まだ番いている人いるから､静かに待っててね.
鉛輩の持ち方いいかな?

先生､感心したの映します.もういいかい､

･上, 追

ここを何ていったっけ?
よくできたよって思う人
大きい○をして 下さい.

ゆみかちゃんのここのところ
の止め｡ここもよくできたね｡
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(としき 下の方で自分でも香いている)

かすき はねてた.

ゆうま はらってかいてた
けんと わすれました.

しょうた はし?
たくみ きりん?
りさ すべり台,足を伸ばしてる感じ.
ゆうか 反対になってる.
ゆうま ゴルフのこうゆうの｡
いっせい はらってないし.長すぎ.
ゆうま それはダメ.
ゆうか はらいすぎ.
けんと はらっているように見えない.

C とめ､はね.はらい｡

ゆうま それ八じゃん
C 八だ

いっせい 力の上が出ないと刀になる.

あさひ (親板の字を見て岱く.しっかり
とめ,はらいしている.)

たくみ (だんだん雑になっていく.とめ
はらいも気をつけていない.)

さりか (一文字一文字丁寧に布く.)

ゆうま (後ろを向いて典中しない.)

C (静かに待っている)
C ま～だだよ

こうへい

c O!

ゆうま ちょっと･･･だから〇二個,
りさ ■ 先生やって
けんと



ll:42

これみずきさん ただ､こうやって香いてるだけじゃ
なくて､ここでうっと止めてがんばって音こうとして
いるので金メダル.

これは先生ずっと見てたけど.すごく上手だね.とし
きさん｡ここで止めてすーっとはらってる.
まだまだ映してあげたいんだけど､今日の感想を.

(こうへいへ)思い出したらまた言って.忘れること
いっぱいあっていいんだよ.

よかった ･･･
はなまるくん出ました.
先生もらってあったっけ･･･映すよ.

今日うんとがんばってたみすきさん｡よかった - ･

ちょうど時間です｡

(50)

ゆみか ちょっとAEしかったけど.菜し
かった.

こうへい････
たくみ だいちくんが姿勢がよかった.
ゆうま けんとさんが声しゃべらないで

やってた.
いっせい あど君 がうまかった.
c jSお-うまい!I
かなた たくみ (拍手)
みずき 楽しかった.

てつけん みれいちやんの字うまかった.



研究テーマにせまった子どもの姿:1年
互いに雌わって伝達性の古い文字をめざす子ども

本時は湊字の終箪rとめ ･はね ･はらいJ.を知り､点画の終筆に注意して添字を書くこ

とをねらいとした｡

A･a･C ･D児は右払いの文字のイメージを持ち発表 した｡(D枠内参照)

このことは､文字の外形を鵠硬 した児塩が 1年生の官費で､ 右はらいの特赦を言い当

てて表現したせ面である. 4人の発言がクラスに広がり､･亡の後､軌作化､書き方の違い

を発見して学音を准めていった｡

本時の様子

T :今度は何を書くんでしょう･.

(右はらいを鼎掛 こ水寄せる･.)

とんこす -､とん

とん､さ一､う.さ-

はらいどうやって背いた?

何かの形に似てる?:'<-I.---I-I--I-I-11-
^児 :棉

B児 :きりんの足

C児 :すべり台 足を伸ばしてる,J

て感じ

D児 :ゴルフのこういうの クラブ

<考嶺 >

orとめ ･はね ･はらい)の学習の中で､右払いは舟も妊閑である｡児食が右はらいの

ロ部分を倉持することができたのは､右はらいの特徴である□部分をイメージ化する一

日分のイメージした形をみんなに広げる-･. イメージした形を聞き合 うとい う通夜を通

したからである｡

○右はらいのイメージ化の後､動作化や正 しい事き方と誤った督き方の違いを見つける

空事､学習用紋での練習とい う学習活動を組み込むことで､右払いの書き方を頒符 した｡

○香くときに気を付けることが､姿勢､く児丑の青菜で首えば rグー､チョキ･バーlrお

背中ビ､足ペ ックンj)鉛輩の持ち方であったが､とめ ･はね .はらいも文字を書く時､

大切なことが分か り伝連性の荷汁､文字を脊 くための要素が意陀付けられていくことがみ

えてきた｡

○文字の終寒のとめ ･はね ･はらいとい う益本を大利 こ学習することで､学校生活の中

で掛 ､ている生活ノー ト､決字練習帆 名前を甘くときの文字に学習の成果が表れてき

ていることから1学年では､文字の基本をおさえた学習をしていくことが日々の生活の

中で使 う文字力を培っていくことがはっきりしてきた｡
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(2)実証投票から示唆 されたこと ～捜菜食の子どもの変容 ～

える漉しさが分かってきて､きれいで､見やすい新師にしたいという頼いを持っ子どもも出てきた｡そ

こで､小繋を使って､友達が読みやすい字配り (字形･字の大きさ･字の憐肺など)を意接しながら青

く力を付けさせたいと考えて実証投薬を行った｡

鉛筆で香くときの癖 (持ち方 ･字形)は､担任が気づくたびに注意 してもなかなか直そ

うとしない子どもたちだったが､鉛筆とは全く違 う小筆の持ち方を練習したり､輩で書い

た rいろは歌｣に按することなどを通して､読めさえすればいい誰が書いても同じ字とい

う意花から､自分らしいニュアンスを表現できる字という意織に変-ゎってきたように思え

る｡書いてあればいいという香き殴 りのようなや り方が減って､その子なりに丁寧に香こ

うとい う気持ちが感 じられるようになった｡

小筆のいろいろな持ち方を知り.筆や鉛筆にふさわしい持ち方があるという認識ができ

てきたためか､鉛賓の持ち方を注意すると､素直に持ち替えられ6子が増えてきた｡

自分の看く字が蒋字なんだと気づいていない子は依然として多ぐ､小筆を使っていると

きは正しく書けても､鉛筆になるとまた戻ってしまう子が多い｡

l3年コ

3年生から毛筆学習が始まったので.基礎基本の紫使い ･道具の使い方などを中心に学

習を進めてきた｡毎時間のめあてを明確にし､自己批正や相互批正を取り入れることによ

って､自分なりの課題を見つけ,それに向かい真筆に学習に取り組む姿勢が出てきた｡ま

た.友の作品のよさを見つける目も育ってきた.

小筆を使い名前の練習をしたり､手紙を香いたりする学習にも意欲を持って取り組み､

お正月には,担任への年賀状の宛名や本文を小筆で書く子が何人もみられ 日常の中でも

輩を使おうとする姿勢がみられるようになった｡

r1-年14月から､子ども達が身近に感じかかわりのある生活の中で屠材を見つけ音写学習の観点を

放り込みながら文字を専いてきた｡しかし､児童が､文字の点画や字形の基本を学び定着していくため

には焦点化した学習が必要となった｡そこで､漢字の終隼の rとめ･はね･はらいJに児宜の意晩がtt

いて香けるようになることをめざした.

この授業を通して右はらいにとくに関心を持つ子がふえた｡明日'の学習予定を連絡黒枝

に教師が記入 していると､『｢木ようぴJのはらうところはきりんさんの足みたいにかく

んだよ』 と声をあげる姿も見られた｡また､漢字練習ノー トにとめ､はね､はらい､に気

をつけて漢字を香く児宜がふえた｡添字の終輩の rとめ ･はね ･はらいJには意識の高ま

りや基礎 ･基本の定着が見られる児童ではあるが､鉛筆の持ち方や姿勢に現題を抱えたま

ま文字を香く子もいる｡
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研究の成果と関

○本校児丑の手写学習の姿と指導の反省から書写学習の中でめざす児童の姿が導き出さ

れ､(①生活の中で読みやすい文字を事こうとする子ども②友だちや自分の良さが見

つけられ.魚班を 持って学習をする子ども③用具や作品を大切にする子ども)

研究の3枚点I①児主の文字に対する思いや飼いを大切にする｡②基礎基本の定着

を図る｡③生活 実感のある学びを構鼓していく｡Iを持ち仮統 一実旺授業という事項

で研究を進めた｡

5年生の実践からは､児宜の生活の中から局材を見つけ､相手意低や日的意TRを持

って進める学習や用具についての鮮み.3年 ･1年生からは､伝達性のたかい文字を

かく学習や指導法の実践ができ､日常生活での事写力向上につながる研究が五ねられ

た.

o学級で作らている値入新聞の相互評価､友だちと臨み合うという相手君枝､俳句を入

れて新聞完成という目的意抱を学習現在に位正づけることで､殴り脊き風の文字を書

く児童の文字ががわってきた.友の評価や相手 ･日的念校の大切さが見えてきた.

0個人新開の中で使われている文字に対して､事写的視点を放り入れて学習を組み立て

ることで､文字の大きさにメリハリがない文革や字間がILい文革､中心故が捕ってい

ないため妊休として抗みにくい文章が淘汰さてきた.生活の中で使われている多くの

文字に対応していく有写学習の過程がだんだん明らかになってきた.

0高学年では単元の中に､生活や学習時に有いた文字を周材として､書写学習を組む方

が､生活の中の多くの文字に対応する学びが可能となる.しかし､低学年や毛宰書写

入門期の中学年では基礎基本を重視した学習展開の方が児丑にわかりやすく,学んだ

ことの定着も良い.このことから､生活の中の文字から立ち上げる書写学習と文字

の基礎基本を学び発展的な学習として季節や生活.行事に関わらせて立ち上げる香写

学習という二つの流れが見えてきた.

0生活の中で使われている多くの文字に対応していく書写学習の過程では.効率よい学

びが必要である.小筆による学習は,隼使いも容晶で文字に対する恋仇も免申しやす

いので.他学年の小筆による学習の実践的研究､年rq計軒-の位政づけが現児として

考えられる｡

(かわはら せつ こ 長野市立裾花小学校)
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